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県内の患者数

KKT 医療ナビ！Ｄｒ. テレビたん

麻しん（はしか）

    　熊本県感染症情報（ 4月2日～4月8日）
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報告が多い
　感染症

KKT 熊本県民テレビ　医療サイト事務局

  大きな流行が発生
  又は継続しつつある地域
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水　痘　　　  　： 水俣
感染性胃腸炎 　： 山鹿

流行性耳下腺炎  ： 水俣

インフルエンザ  ： 菊池・人吉・有明
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今週 前週 今週 前週

　インフルエンザ ５７６ ７６７ 　百日咳 １ ０

　ＲＳウイルス感染症 ６ １０ 　ヘルパンギーナ ７ １０

　咽頭結膜熱 ２０ ９
　流行性耳下腺炎
　（おたふくかぜ）

４４ ６１

　Ａ群溶血性連鎖球菌
　咽頭炎

６３ ５７ 　急性出血性結膜炎 ０ ０

　感染性胃腸炎 ４０４ ４４２
　流行性角結膜炎
　（はやり目）

１０ １０

　水痘 ８６ ７４ 　細菌性髄膜炎 ０ １

　手足口病 ０ １ 　無菌性髄膜炎 １ ０

　伝染性紅斑
　（りんご病）

７ ８ 　マイコプラズマ肺炎 １ ３

　突発性発しん ３４ ４９ 　クラミジア肺炎 ０ １

●インフルエンザは、報告数 ５７６件（前週報告数 ７６７件）と減少した。
　地区別では、人吉、菊池、有明に多く報告がみられる。
　年齢別では、１０～１４歳の ８６件を最多に幅広い年齢層から報告されている。
　
●感染性胃腸炎は､報告数 ４０４件（前週報告数 ４４２件）と減少した。
　地区別では、山鹿、有明、菊池に多く報告がみられる。
　年齢別では、１歳の ７５件を最多に幅広い年齢層から報告されている。
　
●水痘は、報告数 ８６件（前週報告数 ７４件）と増加した。
　地区別では、水俣、菊池、天草に多く報告がみられる。
　年齢別では、１歳の ２０件を最多に、９歳以下からの報告である。

熊本市保健所 133 2 3 23 98 31 0 1 14 1 1 10 7 1 1

山鹿保健所 24 0 0 0 35 0 0 0 2 0 1 0 * *

菊池保健所 81 0 10 3 48 10 0 4 3 0 0 3

阿蘇保健所 19 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 * *

御船保健所 3 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 * *

八代保健所 43 0 0 5 40 2 0 2 2 0 2 8

水俣保健所 7 1 2 1 4 16 0 0 2 0 0 8 * *

人吉保健所 71 2 0 20 23 3 0 0 1 0 0 0 * *

有明保健所 90 0 5 2 79 9 0 0 6 0 0 2 2

宇城保健所 65 1 0 1 25 6 0 0 4 0 2 4 1

天草保健所 40 0 0 7 47 9 0 0 0 0 1 9

計 576 6 20 63 404 86 0 7 34 1 7 44 0 10 0 1 1 0

インフルエンザ定点 合計 0～5ヶ月
6～11

ヶ月 １歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10～14 15～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79
80歳

以上

インフルエンザ 576 3 6 25 24 29 58 55 53 42 31 24 86 11 41 31 20 14 9 8 6

小児科定点年齢 合計 ～６ヶ月
～１２ヶ

月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９
２０歳以

上

RSウイルス感染症 6 2 4
咽頭結膜熱 20 3 4 1 2 4 1 2 1 2
Ａ群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 63 1 1 3 8 11 9 6 8 4 2 8 2
感染性胃腸炎 404 8 40 75 59 31 45 35 25 17 14 9 17 2 27
水痘 86 3 6 20 17 15 7 7 8 3
手足口病 0
伝染性紅斑 7 3 2 1 1
突発性発しん 34 1 12 19 2
百日咳 1 1
ヘルパンギーナ 7 4 1 1 1
流行性耳下腺炎 44 2 1 6 11 5 9 3 1 4 1 1

眼科定点年齢区分 合計 ～６ヶ月
～１２ヶ

月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９６０～６９
７０歳以

上

急性出血性結膜炎 0
流行性角結膜炎 10 1 1 3 3 2

基幹定点年齢区分 合計 ０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９７０歳以上

細菌性髄膜炎 0
無菌性髄膜炎 1 1
マイコプラズマ肺炎 1 1
クラミジア肺炎 0

平成１９年に１０代及び２０代を中心とした年齢層で麻しん（はしか）が大流行し、高等
学校や大学において休業等の措置がとられるなどの大きな混乱が生じました。その流行
をうけ、現在、平成２４年度までに日本から麻しんを排除するために全国で様々な対策を
実施しています。県内では、平成２２年５月以来発生の報告はありませんが、全国では年
間４００件以上報告されており、引き続き流行を予防するための対策が必要です。
自分が感染しないためだけでなく、周りの人に感染を広げないためにも予防接種は有効
です。麻しんの発症を確実に防ぐためには、２回の予防接種を受けることが必要です。麻
しんと風しんの定期予防接種対象が、第１期（１歳児）、第２期（小学校入学前年度の１
年間にあたる児）に加え、平成２０年４月１日から、５年間の期限付き（今年度で終了し
ます）で、第３期（中学１年生相当年齢）、第４期（高校３年生相当年齢）に拡大されてい
ます。 対象にあたる方々は、早めに予防接種を受けましょう。時期を逃すと接種費用がか
ります。接種の詳細については、お住まいの市町村にお問い合わせください。


